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研究成果の概要（和文）：真言宗智山派総本山智積院に所蔵される典籍の調査を行ない、その詳

細な目録を作成した。また、新たに 2000 点以上にも及ぶ典籍の存在をも確認した。そして、

その中に、従来は秀吉の侵攻によって焼亡したために殆ど存在が確認されていなかった根来寺

関係の典籍を発見し、更に、中世律宗の重要拠点となった家原寺関係の典籍を発見した。 

 
研究成果の概要（英文）：I made the list of a copied book of old time possessed by Chishaku-in 

Temple.And I discovered a copied book of old time related to Negoro-ji Temple（根来寺） and 

Ebara-ji Temple（家原寺） from that. 

 The result (a catalog) of this study is going to be published several years later by the 

Chishaku-in Temple authorities. 
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１．研究開始当初の背景 

根来寺聖教は、ｷﾘｼﾀﾝ宣教師によっても根
来寺の滅亡の様が語られるようにその存在
自体が消滅したと認識されて来たが、本申請
に至る予備調査において真言宗智山派総本
山智積院聖教にそれらが大量に存すること
が確認された。そのこと自体、社会に対して
も大きなｲﾝﾊﾟｸﾄを与えるものと思われるが、
その存在のみならず、所蔵される典籍・文書
類が教学的にも、南都・京都・高野山・関東
とは異なる別の教学圏の聖教群であるため
に伝存系統も大きく異なり、本聖教の独自伝
本や新発見資料が大量に発見され、学術的価

値の非常に高いことが確認された。 

 

２．研究の目的 

真言宗智山派総本山智積院聖教を対象と
した悉皆調査とﾃﾞｰﾀ公開、また、その成果を
踏まえた諸宗交流の実態解明の為に聖教ﾃﾞｰ
ﾀﾍﾞｰｽ・血脈ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽのｼｽﾃﾑ構築の準備、日
本のみならず、国際的にも関心が高まりつつ
ある海外流出聖教の解明にまで寄与するﾕﾋﾞ
ｷﾀｽ環境（いつ、どこでも聖教情報を入手可
能な環境）の整備の方策を検討する。 

 

３．研究の方法 
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智積院内（智山書庫）において整理・所在確
認と詳細な書誌ﾃﾞｰﾀの収集を目的とした調
書の作成を行ない、合わせて重点聖教の洗い
出しを行ない、必要に応じてデジタルカメラ
での撮影を行ない、パーソナルコンピュータ
に入力して、データベース化を図った。また、
重点聖教については、フィルムカメラによる
書影収集も行なった。その他、智積院新文庫
聖教の解明に必要と考えられる関連聖教群
の調査をも行ない、その公開も進めた。 
 
４．研究成果 

悉皆調査自体については、六十函のうち、
八割の四十八函の完了、入力・目録化は七割
の四十二函となったが、新出二〇〇〇点の所 
在確認作業については全てを完了し、本科研
の三年間における最大の目標とする新文庫
聖教の概要と全体像の把握については成し
得た。 
 その結果として、以下のような成果・社会
的意義をも得ることとなった。まず、代表者
である宇都宮は智山年表編纂協力委員（智山
派御当局による智山史解明の為の年表作成
事業の協力員）に就任、また智山教学大会に
おいては聖教調査に基づく招聘講演を行な
うに至り（その成果が智積院聖教の概要とし
て本報告書に掲載した）、また、本科研に端
を発した海住山寺調査が智山勧学会奨励賞
を受け（分担者・苫米地誠一が代表として受
賞）、更には、分担者・高橋秀城が本科研調 
査の成果を始めとする業績に基づいて平成
年度日本密教学会賞を受賞するなど、本科研
の成果は此界において評価され、また、稿者
を代表とする調査団としても評価と信頼を
得たことによって、聖教調査に対する全面的
な支援を受けるとともに、今後の継続的な研
究協力体制を得るに至っている。 

そのため、今後とも問題なく継続調査が可
能な状態となっている 
また、本科研の中間報告書（『籠神社所蔵

史料―国宝『海部氏系図』と神道関係書―』
平・３）では、聖教調査や本邦典籍史の問題
としても注目される血脈・系図類の分析を行
なうための、その参考として、本邦最古の類
に位置する国宝『海部氏系図』の調査を行な
い、併せて、丹後国における真言僧の活動を
分析するといった目的から、 
籠神社史料の調査を行なうことが叶った。

特に、国宝『海部氏系図』については、巻首
から巻末へと巻くという原装の形態の解明
を含む詳細な書誌的調査と此報告書が初と
なるカラーによる記述部分の拡大写真の公
開を行ない、今後の研究に資する成果を挙げ
ることができた。 

また、籠神社史料の主要な典籍の調査・写
真公開の成果も挙げることができた。 
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○49羽田聡「紙背に経典の書写された和歌懐 
紙」（『年報三田中世史研究』15 号 三田中 
世史研究会 38 頁～71 頁 二〇〇八 単 
著 査読無） 

○50髙橋秀城「（新刊紹介）「末木文美士『鎌倉 
仏教展開論』」」（『国文学 解釈と鑑 賞』 
（至文堂）「特集:絵画を読み解く 文学と 
の邂逅」73 巻 12 号  166 頁 二〇〇八・ 
一二 単著 査読無） 

○51村川猛彦、宇都宮啓吾、他「古典籍書誌情 
 報におけるキーワード抽出手法」（『情報知 
 識学会誌』18―２ 87 頁～92 頁 二〇〇
八・五 (情報知識学会) 共著 査読有） 

○52村川猛彦、他「Formulation of clamshell  
diagram and its application to source  
code reading」（『Proceedings of the 8th  
Joint Conference on Knowledge-Based  
Software Engineering』474 頁～483 頁 二 
〇〇八・八 共著 査読有） 

○53村川猛彦、宇都宮啓吾、他「聖教書誌情報 
全文検索システムの構築」 （『情報処理 
学会論文誌データベース』１―３ 96 頁～ 
107 頁 二〇〇八・十二 （情報処理学会） 
共著 査読有） 

○54村川猛、他「Subversion を用いた仏典テキ 
スト校訂支援システム」（『人文科学とコン 
ピュータシンポジウム論文集』2008―15  
61 頁～66 頁 二〇〇八・十二（情報処理 
学会） 共著 査読有） 

 
〔学会発表〕（計 23 件） 

①宇都宮啓吾「智積院における聖教の継承と 
集積」（智山勧学会 二〇一〇・五 講演） 

②山本秀人「改編本類聚名義抄における「東 
人云」について」（国語語彙史研究会 步 
庫川女子大学 二〇一〇・四 学会発表） 

③山本秀人「三教指帰覚明注の成立過程追 
考」（第五十九回高知大学国語国文学会研 
究発表会 二〇一〇・一一 学会発表） 

④髙橋秀城「古典文学と民間信仰」（成田山 
仏教研究所主催 第 25 回成田山仏 教文 
化講座「仏教と民間信仰」【第 8講】（成田 
山大本堂第一講堂） 二〇一〇・四 講演） 

⑤村川猛彦、他「Transcription Support  
System using Subversion」（6th  
International Conference on Web  
Information Systems and Technologies  
二〇一〇・四 学会発表） 

⑥村川猛彦「Automatic conversion of SQL s 
tatement into clamshell diagram」（9th  
Joint Conference on Knowledge-Based  
Software Engineering 二〇一〇・八 学 
会発表） 

⑦宇都宮啓吾「智積院新文庫蔵『管見抄』（断 
簡）を巡って」（平成 21年度智山勧学会 二 
〇〇九・五 学会発表） 

⑧宇都宮啓吾「訓点資料研究の一視点―紙背 
聖教の訓点を巡って―」（国際ワークシ  
ョップ「漢字情報と漢文訓読」（北海道大 
学） 二〇〇九・八 学会発表） 

⑨宇都宮啓吾「紙背聖教と訓点―書写意図と 
対外交流史を巡る問題―」（南都文化研究 
会 二〇〇九・一〇 学会発表） 

⑩宇都宮啓吾「親鸞聖人の訓点―従来の研究 
から角筆点まで―」（大谷大学聖教編纂室 
研究会 二〇〇九・十二 学会発表） 

⑪宇都宮啓吾「中世智積院の成立に関する一 
考察―智積院新文庫蔵『通解抄』を手懸か 
りとして―」（平成 20 年度智山勧学会 二 
〇〇八・五 学会発表） 

⑫山本真吾「９世紀の漢字片仮名交じり文に 
おけるヲコト点の使用について」（口訣学 
会国際学術大会 韓国技術教育大学校・文 
理閣 二〇〇九・二 口頭発表） 

⑬山本真吾「古文献の表記―漢字・平仮名・ 
片仮名―」（日本語教育と日本語研究中国 
西南交通大学 二〇〇九・九 口頭発表） 

⑭髙橋秀城「薬師寺蔵『醍醐寺真俗雑談記』 
をめぐって」（智山勧学会第 53 回 教学大 
会（総本山智積院） 二〇〇九・五 学会 
発表） 



⑮髙橋秀城「薬師寺蔵『醍醐寺真俗雑談記』 
についての一考察」（日本密教学 会第 42 
回学術大会（大本山護国寺 真言宗豊山派 
宗務所） 二〇〇 九・一〇 学会発表） 

⑯髙橋秀城「真言僧の修学と文学」（二〇〇 
九クリスマス研究集会（第 10 回）「中世宗  
教テクスト研究の可能性」（名古屋大学）  
二〇〇九・一二 学 会発表） 

⑰宇都宮啓吾「摂関期の訓点資料」（平成 20 
年度仏教美術研究上野記念財団助成研究 
会 二〇〇八・七 学会発表） 

⑱宇都宮啓吾「『春記』の紙背に記された読 
み方の作法」（大谷大学・二〇〇八年度博 
物館 秋季企画展関連シンポジウム 二 
〇〇八・九 学会発表） 

⑲山本真吾「敬語の百年史」（駒澤大学「百 
年ごとの日本語」 二〇〇八・六 講演） 

⑳山本真吾「源氏物語―いにしえの声を聞く 
ー」（白百合女子大学図書館企画「古典に 
学び、今を生きる」 二〇〇八・六 講演） 

○21山本真吾「12 世紀の日本語における仏教漢 
語の生態」（第 13 回全国近代漢語学術討論 
会 中国社会科学院語言研究所・浙江財経 
学院 二〇〇八・九 口頭発表） 

○22髙橋秀城「密教と古典文学」（成田山仏教 
研究所主催 第 23 回成田山仏教文 化講 
座「仏教と文学」【第 10 講】（成田山大本 
堂第一講堂） 二〇〇 八・六 講演） 

○23村川猛彦「Formulation of clamshell  
diagram and its application to source  
code reading」（8th Joint Conference on  
Knowledge-Based Software Engineering  
二〇〇八・八 学会発表） 

 
 
〔図書〕（計 9 件） 

 

①宇都宮啓吾『籠神社所蔵史料―国宝『海部
氏系図』と神道関係書―』(二〇一〇・三 日
本学術振興会科学研究費基盤研究(B)報告書 
編著) 

②山本真吾『日本語史概説』（朝倉書店、二
〇一〇・四 共著） 

③赤尾栄慶『建仁寺両足院に所蔵される五山
文学関係典籍類の調査研究 建仁寺両足院
聖教目録Ⅱ（第 61 函―第 120 函）』 平成
19‐22 年度科学研究費補助金 基盤研究
（B）研究成果中間報告書（研究代表者 赤
尾栄慶 二〇一〇） 

④赤尾栄慶『建仁寺両足院に所蔵される五山
文学関係典籍類の調査研究 建仁寺両足院
聖教目録Ⅰ（第１函―第 60 函）』 平成 19

‐22 年度科学研究費補助金 基盤研究（B）
研究成果中間報告書（研究代表者 赤尾栄
慶） 二〇〇九 

⑤山本真吾『尊経閣善本影印集成 新猿楽
記』（八木書店、二〇一〇・六 共 著） 

⑥山本真吾『石山寺資料叢書 文学篇第三』
（法蔵館、二〇〇八・六 共著） 

⑦山本真吾『尊経閣善本影印集成 江談抄』
（八木書店、二〇〇八・八 共著） 

⑧山本真吾『図説日本の辞書』（おうふう、
二〇〇八・一〇 共著） 

⑨苫米地誠一『平安期真言密教の研究』（第
一部「初機真言密教教学の形成」 一一二〇
頁／第二部「平安期 の真言密教と密教浄土
教」一二八〇頁 ノンブル社 二〇〇八・三） 
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